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財団病院の理念
患者さんを中心とした

質の高い医療の提供により
地域・社会に貢献します
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済生かわぐち
「地域のみなさまと医療のかけはし」　済生会川口総合病院　広報誌

【公式】
済生会川口総合病院  ▶
マタニティInstagram

【院外報・済生かわぐち】
バックナンバー  ▶

【済生会川口総合病院】
採用情報  ▶

特
集

済生会川口総合病院の使命は急性期基幹病院として川口市を中心とした県
南地域の医療に貢献するということにあると認識しています。急性期基幹病院
としては癌領域のより専門的な医療、循環器領域の心疾患、脳外科領域の疾患、
周産期、小児医療に加え当院の大きな強みである脊髄疾患・手の外などがあり、
提供する医療の質を高めなければなりません。
これに加え地域の救急医療にも貢献すべく、今年度は救急車の応需台数を
上げるため、院内で様々な工夫をしております。
年度も半分終わりますが、職員一同力を合わせ尽力いたしますので、これか
らもどうぞよろしくお願いいたします。

院長日誌

EVENTイベント

■ 問い合わせ
　小児科 0570-08-1551（代）
　 （平日15：00～16：30）
※事前申し込みが必要です。
　詳しくは当院ホームページでご確認ください。

病院長  佐藤  雅彦

急
増
す
る
M
A
C

■ 小児健康教室
（オンライン配信）
・ 「音楽療法3」
　配信：2024/11/18～12/2
　（申し込み：2024/10/15～12/2）

 ・ 「けいれん」
　配信：2024/12/2～12/16
　（申し込み：2024/11/5～12/16））

新任医師
紹介

脳神経外科
西岡  和輝

呼吸器内科
岡島  耀史

呼吸器内科
宮木  朋葉

呼吸器内科
神後　宏一 

腎臓内科
須山  真弓子

放射線科
谷藤  瑞加

産婦人科
大澤  奈月

眼科
篠澤  紗緒理

参加
無料

INFORMATIONお知らせ

■ 2024年10月1日より、当院の差額室料と生命保険診断書料が変更になりました。
　 また「後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の選定療養制度」が始まりました。
　 　※詳しくは当院ホームページでご確認ください。

【音楽療法3】

【けいれん】
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■  

は
じ
め
に

「
M
A
C
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か

べ
る
の
は
パ
ソ
コ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
チ
ェ
ー

ン
（
関
西
で
は
「
マ
ク
ド
」
？
）
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
今
回
の
特
集
で
お
話
し
す
る
「
M
A
C
」
は
、
医
療
の

分
野
で
使
わ
れ
る
「
M
A
C
」
の
こ
と
で
す
。
正
式
名
称
は

「M
ycobacterium

 avium
 com

plex

（
M
A
C
）」
と
い
い
、

近
年
日
本
で
も
患
者
数
が
増
加
し
て
い
る
非
結
核
性
抗
酸
菌

症
の
主
な
原
因
菌
で
す
。
で
は
、
こ
の
「
M
A
C
」
と
は
具

体
的
に
何
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
対
処
す
べ
き
な
の
か

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■  

M
A
C
と
は
？

「
M
A
C
」
は
、「M

ycobacterium
 avium

 com
plex

（
マ

イ
コ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
・
ア
ビ
ウ
ム
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
）」
の

略
で
、
非
結
核
性
抗
酸
菌
（
N
T
M
）
の
中
で
も
特
に
感
染

率
が
高
い
菌
の
一
つ
で
す
。
N
T
M
症
と
は
、
結
核
菌
と
同

じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
抗
酸
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

慢
性
感
染
症
で
す
。（
図
1
）
現
在
、
N
T
M
は
わ
か
っ
て
い

る
だ
け
で
も
1
8
0
種
類
以
上
存
在
し
ま
す
が
、
ヒ
ト
に
病

原
性
を
示
す
も
の
は
ほ
ん
の
一
部
で
、
そ
の
中
に
M
A
C
菌

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。（
図
2
）
こ
の
「
結
核
」
と
い
う
名
前

に
驚
い
て
し
ま
い
、
心
配
さ
れ
る
方
も
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
す
が
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
、
現
在
の
と
こ
ろ
、「
非
」

結
核
抗
酸
菌
症
は
結
核
と
は
異
な
り
、
他
人
に
う
つ
し
て
し

ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

M
A
C
菌
を
含
め
た
N
T
M
は
、自
然
界
に
広
く
存
在
し
、

水
や
土
壌
、
ほ
こ
り
な
ど
日
常
的
に
触
れ
る
環
境
に
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
飲
み
込
ん
だ

り
す
る
こ
と
で
体
内
に
入
り
込
み
ま
す
（
図
3
）
が
、
多
く

の
場
合
は
病
気
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
体
か
ら
排
除
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
し
か
し
、
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
人
や
、
も

と
も
と
肺
に
疾
患
が
あ
る
人
な
ど
が
感
染
す
る
と
、
M
A
C

菌
が
肺
に
定
着
し
、
肺
M
A
C
症
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
病
気
は
、
日
本
で
は
特
に
中
高
年
の
や
せ
型

の
女
性
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

関
節
リ
ウ
マ
チ
を
患
っ
て
い
る
人
や
、
長
期
的
に
ス
テ
ロ
イ

ド
を
使
用
し
て
い
る
人
も
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

■  

症
状
と
診
断

M
A
C
菌
に
感
染
す
る
と
、
慢
性
的
な
咳
、
痰
、
微
熱
、

体
重
減
少
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
症
状
は
、
結
核
に
比
べ
て
軽
い
場
合
が
多
く
、
慢
性
的

な
呼
吸
器
症
状
と
し
て
現
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
特
徴
で

も
あ
る
の
で
す
が
、
症
状
が
な
く
、
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で

肺
に
影
が
見
つ
か
り
、
そ
の
後
の
検
査
で
診
断
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
約
3
割
の
患
者
が
、
こ
の
よ
う

に
し
て
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

肺
M
A
C
症
は
結
核
と
異
な
り
、
急
速
に
進
行
す
る
こ
と

は
少
な
い
で
す
が
、
放
置
し
て
お
く
と
10
年
か
ら
20
年
か
け

て
徐
々
に
肺
が
破
壊
さ
れ
、
呼
吸
困
難
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
、
最
終
的
に
は
命
に
関
わ
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
早
期
の
発
見
と
治
療
が
重
要
で
す
。

診
断
に
は
、
痰
の
培
養
検
査
が
主
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
痰

の
検
査
を
通
じ
て
、
菌
の
種
類
や
量
、
そ
し
て
抗
菌
薬
に
対

す
る
耐
性(

抗
菌
薬
が
効
か
な
い
こ
と)

を
持
っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。
痰
が
出
な
い
場
合
や
、
痰
に
よ
る
診

断
が
難
し
い
場
合
は
、
気
管
支
鏡
検
査
（
肺
の
内
視
鏡
検
査
）

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
や

C
T
ス
キ
ャ
ン
を
行
っ
て
肺
の
状
態
を
調
べ
た
り
（
図
4
）、

血
液
中
の
抗
体
を
調
べ
て
感
染
の
有
無
を
間
接
的
に
調
べ
た

り
し
ま
す
。

■  

治
療
法

結
核
は
一
部
の
多
剤
耐
性
結
核
を
除
い
て
、
多
く
が
治
癒

を
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
比
べ
て
、
肺
M
A
C
症

を
含
む
N
T
M
症
で
は
、
完
全
な
治
癒
を
期
待
で
き
る
治
療

法
が
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
肺

M
A
C
症
の
治
療
の
目
的
は
、
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
や
、
症
状
を
軽
減
し
、
痰
か
ら
菌
が
検
出
さ
れ
な
い
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
治
療
の
開
始
時
期
は
一
律
に
は
決

ま
っ
て
お
ら
ず
、
個
々
の
患
者
さ
ん
の
状
態
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
緊
急
に
治
療
を
開
始
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
患
者
さ
ん
の
自
覚
症
状
や
基
礎
疾
患
な

ど
の
背
景
、
治
療
内
容
、
副
作
用
、
定
期
的
な
画
像
や
喀
痰

検
査
な
ど
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
治
療
を

開
始
し
ま
す
。

治
療
は
主
に
飲
み
薬
で
行
わ
れ
ま
す
。
標
準
治
療
は
マ
ク

急増するMAC
呼吸器内科
南條 友央太

肺MAC症の患者さんの画像
※胸部単純 X 線、胸部 CTともに同一症例

図2

図4

人
口
10
万
人
あ
た
り
の
罹
患
率

肺NTM症の罹患率の推移。急増していることがわかる。図1

図3

2014 年度厚生労働省厚生労働科学研究委託「非結核性抗酸菌症の疫学・診断・治
療に関する研究」。
Namkoong H, et al. Emerg Infect Dis. 2016; 22(6): 1116-1117. より作成
Insmed 合同会社より提供。

佐々木結花 編 . 結核・非結核性抗酸菌症を日常診療で診る . 羊土社 ; 2017. pp.136-138. より改変
Insmed 合同会社より提供。

1）Namkoong H, et al. Emerg Infect Dis. 2016; 22(6): 1116-1117.
2）日本医療研究開発機構 . プレスリリース : 呼吸器感染症を引き起こす肺非結核性抗酸菌症の国内患者数が
7年前より 2.6 倍に増加―肺結核に匹敵する罹患率―。
https://www.amed.go.jp/news/release_20160607-02.html（2020 年 9 月 11 日に利用）より改変。

MAC菌の人への主な感染経路

1）Falkinham JO Ⅲ . Clin Chest Med. 2015; 36(1): 35-41.
2）Falkinham JO Ⅲ . J Appl Microbiol. 2009; 107(2): 356-367
Insmed 合同会社より提供。

エアロゾルの曝露 1）

■ 胸部単純 X 線画像（A：正面像、B：Aの白黒反転画像、C：側面像）

■ 胸部 CT 画像

肺 NTM 症罹患率（1980 ～2014 年）

外傷 1）

嚥下、誤嚥 2）

● NTMはシャワー、水
栓、温水浴槽、加湿
器を通して容易にエ
アロゾル化される

●園芸やガーデニング
の際に発生する粉じ
ん（特にNTM濃度が
高い乾燥した土壌）

両側下肺野に淡い浸潤影
（Bの○○に相当する部分）がぼんやり白い病
変が心臓と接さない末梢領域のみの場合は、
白黒反転画像や側面像を参照することで病
変部位を検出できることがある

CTでは、末梢に粒状影（⇨⇨）、気管支拡張像
（➡）・気管支壁肥厚像など、気道を中心と
した病変が描出される

●● NTMを含む土壌や水NTMを含む土壌や水
の嚥下と誤嚥（小児の嚥下と誤嚥（小児
の感染の感染経経路になりや路になりや

すい）すい）
●● NTMの嚥下や胃内容NTMの嚥下や胃内容
物の逆流（胃食道逆物の逆流（胃食道逆
流症の患者など）流症の患者など）

負傷や外科手術後の創
傷部からの感染

A B C

D

日本における肺NTM症の原因菌種の割合。
MAC菌が全体の 9割を占めていることがわかる。
（2014 年度厚生労働省事業委託研究）



手術前のリハビリについて
リハビリというと手術を受けた後から始まると思われる方が多いと思いますが、最近は手術する
前からリハビリを行い、筋力、体力、呼吸機能を良くした状態で手術を迎えたほうが、手術後の
回復が速いと言われています。特に胸部、腹部の手術では、傷の痛みのために痰が出せず、呼吸
器合併症（肺炎や無気肺）を起こしやすく、発症すると入院期間は大幅に伸びてしまいます。呼
吸器合併症を予防するために、術前からの呼吸リハビリテーション指導を当院では行っています。

有酸素
運動

1 回につき 20～ 30分、1日 1～ 2回、
ウォ－キングを行います。
軽く息がきれる程度が効果的です。

筋力
強化

1 日につき、
10～ 20回×3
セット行います。

呼吸
訓練

これらの運動を普段から行うことで、手術をしない方でも体力、
筋力が増強し、フレイル予防になります。

運動習慣のない方は、無理のないところから始めてみてください。

腹式呼吸

② かかと上げ① 椅子からの立ちあがり

(1) 椅子に座った状態で、お腹
と胸の上に手を置きます。

(2) 鼻からゆっくりとたくさん
の息を吸い、お腹が膨らむ

のを手で確認します。

(3) 口から息を吐き、お腹がへこむようにします。

※うまくできない時は、深呼吸をすることでも
構いません。休憩をとりながら、1 日につき、
5回×5セット行います。
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ロ
ラ
イ
ド
系
抗
菌
薬
、
エ
タ
ン
ブ
ト
ー
ル
、
リ
フ
ァ
ン
ピ
シ

ン
の
3
つ
の
薬
を
内
服
し
て
い
き
ま
す
。
単
剤
使
用
で
は
薬

が
効
か
な
く
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
複
数
の
薬
を
組
み

合
わ
せ
て
使
用
し
ま
す
。
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
抗
菌
薬
は
、
こ

の
菌
に
対
す
る
治
療
薬
の
中
心
と
な
る
薬
で
す
。
マ
ク
ロ
ラ

イ
ド
系
抗
菌
薬
に
は
、
ク
ラ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
の
ほ
か
、
最

近
で
は
ア
ジ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
も
使
用
し
ま
す
。
重
症
の
場
合

は
注
射
薬
を
併
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
れ
で
す
が
、

治
療
効
果
が
乏
し
い
場
合
や
喀
血
が
あ
る
場
合
に
は
、
手
術

が
検
討
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
長
期
間
に
わ
た
り
内
服

す
る
必
要
が
あ
り
、
菌
が
検
出
さ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
最
低1

年
間
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
治
療
を
途
中
で
中
断
す
る
と
再

発
や
薬
剤
耐
性
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
治
療
後
も
再
燃
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、継
続
的
な
経
過
観
察
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

長
期
間
内
服
す
る
の
で
副
作
用
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
副
作
用
は
、
発
疹
、
視
覚
異
常
、
味
覚
障
害
、
食
欲
低

下
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
副
作
用
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め

に
は
、
定
期
的
な
受
診
と
血
液
検
査
が
必
要
で
す
。
日
頃
か

ら
読
ん
で
い
る
新
聞
や
本
・
雑
誌
の
見
え
方
に
変
化
が
な
い

か
、
階
段
な
ど
で
ふ
ら
つ
く
こ
と
が
増
え
て
い
な
い
か
、
耳

の
聞
こ
え
方
に
変
化
が
な
い
か
な
ど
を
日
常
的
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
少
し
で
も
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
時
に
は
受
診
が
必
要

で
す
。

■  

新
し
い
治
療
薬
の
登
場

従
来
の
抗
菌
薬
で
は
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、2021

年
に
新
し
い
タ
イ
プ
の
抗
菌

薬
が
登
場
し
ま
し
た
。「
ア
リ
ケ
イ
ス
Ⓡ
」
と
い
う
吸
入
薬
で
、

従
来
の
注
射
薬
で
あ
る
「
ア
ミ
カ
シ
ン
」
を
改
良
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
薬
は
、
従
来
の
内
服
薬
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
標
準
治
療
で
効
果
が
見
ら
れ
な
い
場

合
に
使
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、「
ア
リ
ケ
イ
ス
Ⓡ
」
は
高
額
で
、

使
用
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
手
間
が
か
か
る
た
め
、
全

て
の
患
者
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
新
し
い
治
療
薬
の
登
場
に
よ
り
、
治
療
の
選
択
肢
が
広

が
っ
た
こ
と
は
大
き
な
進
歩
で
す
。

■  

耐
性
菌
へ
の
対
策

1980

年
代
以
降
、抗
菌
薬
が
効
か
な
い
「
薬
剤
耐
性
（A

M
R: 

A
ntim

icrobial resistance

）」
を
持
つ
細
菌
が
世
界
中
で
増

加
し
て
い
ま
す
。
肺
M
A
C
症
に
お
い
て
も
、
治
療
の
中
心

で
あ
る
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
に
耐
性
を
持
つ
菌
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
耐
性
菌
に
感
染
す
る
と
、
治
療
が

さ
ら
に
難
し
く
な
り
、
予
後
が
悪
く
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

耐
性
菌
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
治
療
を
き
ち
ん
と
継

続
し
、
薬
を
飲
み
忘
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
ア
ド
ヒ
ア

ラ
ン
ス
（
服
薬
遵
守
）
を
守
り
、
医
師
の
指
示
通
り
に
薬
を

服
用
す
る
こ
と
で
、
治
療
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■  

日
常
生
活
で
の
注
意
点

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
性
は
な
い
た
め
、
日
常
生
活
で

特
別
な
感
染
対
策
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
免
疫
力

を
維
持
す
る
た
め
に
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
心
が
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
適
度
な
運
動
、

そ
し
て
十
分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
で
、
免
疫
機
能
を
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
前
述
し
た
通
り
、
M
A
C
菌
は
土
壌
や
水
回
り
に

生
息
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
自
宅
内
で
は
、
お
風
呂
場
や

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
な
ど
、
菌
が
住
み
つ
き
や
す
い
場
所
を
清

潔
に
保
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
定
期
的
に
こ
れ
ら
の
場
所
を

掃
除
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
掃
除
中
に
菌

を
吸
い
込
む
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
吸

い
込
む
リ
ス
ク
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

肺
M
A
C
症
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
、
完
全
に
治
す
こ
と

は
難
し
く
、
症
状
が
出
な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
症
状
が
な
い
場
合
で
も
通
院
を
中
断
し
な
い
こ

と
が
重
要
で
す
。
主
治
医
の
指
示
に
従
っ
て
、
治
療
と
経
過

観
察
を
継
続
す
る
こ
と
が
、
病
気
の
管
理
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

■  

さ
い
ご
に

毎
年
8
月
4
日
は
、「
世
界
N
T
M
デ
ー
（W

orld N
TM
 

Aw
areness D

ay

）」
と
し
て
、
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
に
関
す

る
認
知
度
向
上
を
目
指
す
日
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
長
引
く
呼
吸
器
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
ぜ
ひ

医
師
に
相
談
し
、
早
期
診
断
と
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
正
し
い
知
識
と
早
期

の
対
応
が
不
可
欠
で
す
。

呼吸器内科　主任部長

南
なんじょう

條  友
ゆうた

央太
■資格・認定 
 ・日本内科学会認定内科医　総合内科専門医
 ・日本呼吸器学会呼吸器専門医・指導医
 ・日本感染症学会感染症専門医・指導医
 ・日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
 ・日本エイズ学会　日本エイズ学会認定医
 ・ICD制度協議会インフェクションコントロール
　ドクター（ICD）



当院では、患者さんにより良い医療を提供するため、地域の医療機関の先生方（かかりつけ医）と連携、役割分担をおこなっています。

あなたの町のホームドクターあなたの町のホームドクター
連携医療機関検索サービス

▶スマホで検索できます

博慈会腎・透析クリニック
腎臓内科

当院は腎臓内科専門のクリニックです。腎臓内科の専門外来を開設しており、健
康診断で指摘された検尿異常から、糸球体腎炎・糖尿病性腎症・腎硬化症など
の腎臓疾患、遺伝性腎疾患、急性や慢性の腎臓病まで幅広く診療を行っています。
外来には血液透析の患者様も通院されており、現在50床の血液透析ベッドを運
用しております。血液透析の設備は、ハイグレードな機材と装置を完備して、精
度の高い水質管理を行い、クリーンな透析液を常に供給できるように努めていま
す。

院長 大沢 弘和 先生
おおさわ ひろかず

住所：東京都足立区鹿浜5-12-17
TEL：03-3856-7011

月 火 水 木 金 土 日

〇 － 〇 〇 － 〇 －午前
09：00～12：00
○休診日：火曜　金曜　日曜　祝日　　

川口新緑訪問診療所
内科　循環器内科　精神科

当院は、在宅診療・訪問診療専門の診療所です。医療を軸に、患者さんとそのご
家族の想いを叶えるために、日々診療を行っております。病院への通院が困難な

方や、ご自宅でご
家族と過ごしたい方
はもちろん、通院
できるようになるま
での一時的なご利
用に対しても、親
身になって対応いた
します。医療提供
を通じて患者さんと
ご家族の生活を支
える「大 きな 木」
となれるよう、ス
タッフ一丸となって
支えさせていただ
きます。

院長 西澤 明弘 先生
にしざわ あきひろ

住所：埼玉県川口市栄町3-2-20
川口駅前ビル602号
TEL：048-287-8424

月 火 水 木 金 土 日

〇 〇 〇 〇 〇 － －午前
09：00～12：00

〇 〇 〇 〇 〇 － －午後
13:00～17:00
※在宅医療・訪問診療専門診療所
○休診日：土曜　日曜　祝日
　（臨時往診は24時間365日対応します）　　

医療連携登録医のご紹介

さいたま市 草加市

足立区

北区

板橋区

川口市
蕨市

戸田市

谷在家

西新井大師西

環状7号線

産
業
道
路

日
暮
里
・
舎
人

博慈会腎
透析クリニック

鹿浜橋

東領家

首
都
高
速

首
都
高
速

MIRAI CLINIC TODA
一般内科　消化器内科　循環器内科　糖尿病内科　腎臓内科
泌尿器科　婦人科　乳線内科　健康診断・人間ドック

当院は保険診療、健康診断を実施しているクリニックです。
2階の保険診療では、特に内視鏡検査に力を入れており、内視鏡専門医の資格を持つ経
験豊富な医師による苦痛の少ない胃・大腸の内視鏡検査を行っております。また、女性医
師による婦人科、乳線内科の他、泌尿器科などの専門医師による診療を行っています。
3階の健康診断では、協会けんぽの生活習慣病予防健診や定期健康診断、人間ドック
をはじめ、雇入時健診、特殊健診、巡回バス健診など様々な健診コースをご用意してい
ます。

院長 原口  大 先生
はらぐち ゆたか

住所：埼玉県戸田市本町4-16-17
戸田公園メディカルブリッジ2・3階
TEL：048-299-5929
　　 （2F保険診療）
　　 048-229-0489
　　　（3F健康診断・人間ドック）

月 火 水 木 金 土 日

〇 〇 〇 〇 〇 － －午前
09：00～13：00

〇 〇 〇 〇 〇 － －午後
15:00～20:00
※健康診断・人間ドックの受付時間は
　8:30～12:30、14:00～17:00
　詳細はホームページをご確認ください
○休診日：土曜　日曜　祝日

戸田公園駅戸田公園駅

本町一丁目

本町二丁目
戸田公園駅前

本町四丁目（西）

戸田公園駅

ファミリーマートファミリーマート

オリンピック通り
西口

セブン
イレブン

市
役
所
通
り

MIRAI CLINIC TODA

タムスさくらクリニック川口
内科　老年内科　糖尿病内科　認知症科

当院は【認知症治療】を中心とした高齢者医療を専門とする「タムスさくら病院
川口」の併設クリニックです。認知症と診断された場合、外来での診療のほか「訪
問診療」や「重度認知症デイケア」そしてタムスさくら病院川口での「入院」まで、
患者様やご家族様の要望に応じて専門医や認知症看護認定看護師などの認知症ス
ペシャリストが対応致します。またグループ内の系列施設には老健・介護医療院・
特養を有し、介護まで幅広く対応しております。

住所：埼玉県川口市神戸258-2
川口さくらテラス２階
TEL：048-271-9562

月 火 水 木 金 土 日

〇 〇 〇 〇 〇 〇 －午前
09：00～12：00

〇 〇 〇 〇 〇 〇 －午後
14：00～17：00

認知症科部長

渡辺 慎治 先生
わたなべ しんじ

○休診日：日曜日　祝日

神根
運動場

消防署神根分署

たた
ら荘
前通
り

見
沼
代
用
水
東
緑

川口中央料金所

タムスさくら
クリニック川口

青陵高校西

青陵高校西

川口市を中心とし、蕨市、戸田市の、当院から車でおよそ30分圏内の患者
さん宅へ訪問診療いたします。  
※現在人員不足のため、東京都内への訪問は休止させていただいております。

川口新緑訪問診療所

済生かわぐち　56　済生かわぐち
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埼玉県済生会川口総合病院
社会福祉法人　　 済生会支部恩賜

財団病院の理念
患者さんを中心とした

質の高い医療の提供により
地域・社会に貢献します

〒332-8558　埼玉県川口市西川口5-11-5 ● tel 0570-08-1551（代） ● HP https://www.saiseikai.gr.jp/

済生かわぐち
「地域のみなさまと医療のかけはし」　済生会川口総合病院　広報誌

【公式】
済生会川口総合病院  ▶
マタニティInstagram

【院外報・済生かわぐち】
バックナンバー  ▶

【済生会川口総合病院】
採用情報  ▶

特
集

済生会川口総合病院の使命は急性期基幹病院として川口市を中心とした県
南地域の医療に貢献するということにあると認識しています。急性期基幹病院
としては癌領域のより専門的な医療、循環器領域の心疾患、脳外科領域の疾患、
周産期、小児医療に加え当院の大きな強みである脊髄疾患・手の外などがあり、
提供する医療の質を高めなければなりません。
これに加え地域の救急医療にも貢献すべく、今年度は救急車の応需台数を
上げるため、院内で様々な工夫をしております。
年度も半分終わりますが、職員一同力を合わせ尽力いたしますので、これか
らもどうぞよろしくお願いいたします。

院長日誌

EVENTイベント

■ 問い合わせ
　小児科 0570-08-1551（代）
　 （平日15：00～16：30）
※事前申し込みが必要です。
　詳しくは当院ホームページでご確認ください。

病院長  佐藤  雅彦

急
増
す
る
M
A
C

■ 小児健康教室
（オンライン配信）
・ 「音楽療法3」
　配信：2024/11/18～12/2
　（申し込み：2024/10/15～12/2）

 ・ 「けいれん」
　配信：2024/12/2～12/16
　（申し込み：2024/11/5～12/16））

新任医師
紹介

脳神経外科
西岡  和輝

呼吸器内科
岡島  耀史

呼吸器内科
宮木  朋葉

呼吸器内科
神後　宏一 

腎臓内科
須山  真弓子

放射線科
谷藤  瑞加

産婦人科
大澤  奈月

眼科
篠澤  紗緒理

参加
無料

INFORMATIONお知らせ

■ 2024年10月1日より、当院の差額室料と生命保険診断書料が変更になりました。
　 また「後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の選定療養制度」が始まりました。
　 　※詳しくは当院ホームページでご確認ください。

【音楽療法3】

【けいれん】




